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運 用 報 告 書 (全 体 版 ) 

 

インカム資産オープン
（アジア・オセアニア） 

 

第11期（決算日 2019年６月10日） 

第12期（決算日 2019年９月９日） 

 

受益者の皆様へ 

平素は格別のご愛顧を賜り厚くお礼申し上げます。

皆様の「インカム資産オープン（アジア・オセアニ

ア）」は、2019年９月９日に第12期決算を迎えました

ので、過去６ヵ月間（第11期～第12期）の運用状況な

らびに決算のご報告を申し上げます。 

今後とも、一層のご愛顧を賜りますようお願い申し

上げます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／海外／資産複合 

信 託 期 間 2016年９月29日から2026年９月９日までです。 

運 用 方 針 

投資信託証券への投資を通じて、主として、

日本を除くアジアおよびオセアニアの取引

所に上場している株式およびリート等に投

資を行い、投資信託財産の着実な成長と安定

した収益の確保を目指して運用を行います。 

実質組入外貨建資産については、原則とし

て為替ヘッジを行いません。 

主 要 投 資 

対 象 

当ファンド 

ＬＭ・アジア・オセアニア・

インカム資産ファンド（適格

機関投資家専用）および日本

マネー・マザーファンドを主

要投資対象とします。 

Ｌ Ｍ ・ ア ジ ア ・ 

オセアニア・インカム 

資 産 フ ァ ン ド 

（ 適 格 機 関 

投 資 家 専 用 ） 

「ＬＭ・アジア・オセアニア・

インカム資産マザーファン

ド」受益証券への投資を通じ

て、日本を除くアジアおよび

オセアニアの取引所に上場

している株式および不動産

投資信託を含む投資信託証

券を主要投資対象とします。 

日本マネー・ 

マザーファンド 

わが国の公社債および短期

金融商品を主要投資対象と

します。 

投 資 制 限 

投資信託証券への投資割合には制限を設け

ません。 

株式への直接投資は行いません。 

外貨建資産への直接投資は行いません。 

分 配 方 針 

年４回、３月、６月、９月および12月の各月

の９日（休業日の場合は翌営業日）に決算を

行い、原則として、以下の方針に基づき、収

益分配を行います。 

分配対象収益の範囲は、繰越分を含めた経

費控除後の配当等収益と売買益（評価益を

含みます。）等の全額とします。 

繰越分を含めた経費控除後の配当等収益に

は、日本マネー・マザーファンドの配当等収

益のうち、投資信託財産に帰属すべき配当

等収益を含むものとします。 

分配金額は、委託会社が分配可能額、基準価

額水準等を勘案して決定します。 

分配可能額が少額の場合や基準価額水準に

よっては、収益分配を行わないことがあり

ます。 
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インカム資産オープン（アジア・オセアニア） 

○最近10期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

M S C I  A C  A s i a  P a c i f i c   
Excluding Japan Index（円換算後） 債   券 

組 入 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 

(分配落) 
税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

（参考指数） 
期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ポイント ％ ％ ％ 百万円 
３期(2017年６月９日) 10,994 80 3.1 55,671.99 4.3 0.3 97.9 727 

４期(2017年９月11日) 11,276 90 3.4 57,887.91 4.0 0.2 96.7 608 

５期(2017年12月11日) 11,589 80 3.5 62,465.11 7.9 0.2 98.2 510 

６期(2018年３月９日) 10,652 70 △7.5 61,473.10 △1.6 0.2 97.2 412 

７期(2018年６月11日) 10,989 90 4.0 62,556.09 1.8 0.3 98.6 398 

８期(2018年９月10日) 10,839 90 △0.5 57,256.00 △8.5 0.4 97.6 320 

９期(2018年12月10日) 11,064 90 2.9 54,582.70 △4.7 0.4 97.2 306 

10期(2019年３月11日) 11,408 70 3.7 57,103.78 4.6 0.3 96.9 362 

11期(2019年６月10日) 11,616 80 2.5 54,630.31 △4.3 0.4 97.7 345 
12期(2019年９月９日) 11,611 80 0.6 54,165.79 △0.9 0.4 96.9 318 

 
（注） 基準価額および分配金（税引前）は１万口当たり、基準価額の騰落率は分配金（税引前）込み。 
（注） MSCI AC Asia Pacific Excluding Japan Index（円換算後）は当ファンドの参考指数であり、ベンチマークではありません。MSCI AC 

Asia Pacific Excluding Japan Index（円換算後）は、当該日前営業日の現地終値に為替レート（対顧客電信売買相場の当日（東京）
の仲値）を乗じて岡三アセットマネジメントが算出しています。 

（注） 当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、債券組入比率は実質比率を記載しております。 

 

○当作成期中の基準価額と市況等の推移 

決 算 期 年 月 日 
基 準 価 額 

M S C I  A C  A s i a  P a c i f i c   
Excluding Japan Index（円換算後） 債   券 

組 入 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 （参考指数） 騰 落 率 

第11期 

(期  首) 円 ％ ポイント ％ ％ ％ 

2019年３月11日 11,408 － 57,103.78 － 0.3 96.9 

３月末 11,732 2.8 58,150.48 1.8 0.3 97.5 

４月末 11,675 2.3 60,087.99 5.2 0.3 98.1 

５月末 11,480 0.6 54,404.84 △4.7 0.3 97.4 

(期  末)       

2019年６月10日 11,696 2.5 54,630.31 △4.3 0.4 97.7 

第12期 

(期  首)       

2019年６月10日 11,616 － 54,630.31 － 0.4 97.7 

６月末 11,845 2.0 57,031.18 4.4 0.3 97.8 

７月末 11,877 2.2 56,792.64 4.0 0.3 97.1 

８月末 11,409 △1.8 52,013.28 △4.8 0.3 96.9 

(期  末)       

2019年９月９日 11,691 0.6 54,165.79 △0.9 0.4 96.9 
 

（注） 期末基準価額は１万口当たり分配金（税引前）込み、騰落率は期首比。 

 
MSCI AC Asia Pacific Excluding Japan IndexはMSCI Inc.が算出している指数です。同指数に関する著作権、知的財産権その他一切の権

利はMSCI Inc.に帰属します。またMSCI Inc.は、同指数の内容を変更する権利および公表を停止する権利を有しています。 
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インカム資産オープン（アジア・オセアニア） 

  

  

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 参考指数は、MSCI AC Asia Pacific Excluding Japan Index（円換算後）です。 

（注） 分配金再投資基準価額および参考指数は、作成期首（2019年３月11日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 
当ファンドの主要投資対象である「ＬＭ・アジア・オセアニア・インカム資産ファンド（適格機関投資家専用）」

における主なプラス要因およびマイナス要因は以下の通りです。 

 

（主なプラス要因） 

・ニュージーランドの電力会社の株価が上昇したこと。 

・シンガポールの店舗用不動産投資信託などが上昇したこと。 

 

（主なマイナス要因） 

・インドの総合電気通信サービス会社の株価が下落したこと。 

・ニュージーランドドルやインドルピーなどが対円で下落（円高）したこと。 

  



品 名：90009_553208_012_03_インカム資産オープン（アジア・オセアニア）_789562.docx 

日 時：2019/10/21 10:22:00 

ページ：3 

 

― 3 ― 

インカム資産オープン（アジア・オセアニア） 

  
アジア・オセアニア地域の株式市場は、値動きの荒い展開となりました。米中貿易摩擦に対する警戒感が高まり、

投資家のリスク回避姿勢が意識される場面では、売り圧力が強まりました。一方、米中間の貿易協議の進展に対する

期待が膨らみ、投資家のリスク回避姿勢が和らぐ場面では、買いが優勢となりました。 

国内短期金融市場は、１年国債利回りが低下しました。日銀が「長短金利操作付き量的・質的金融緩和」を継続し

ていることを受けて、作成期初から１年国債利回りは－0.1％台で推移しました。しかし、2019年８月中旬以降、世

界的な景気後退が懸念され、１年国債利回りはマイナス幅を拡大し、－0.27％近辺で作成期末を迎えました。 

 

  
＜インカム資産オープン（アジア・オセアニア）＞ 

「ＬＭ・アジア・オセアニア・インカム資産ファンド（適格機関投資家専用）」、「日本マネー・マザーファンド」を

主要投資対象とし、「ＬＭ・アジア・オセアニア・インカム資産ファンド（適格機関投資家専用）」を高位に組み入れ

て運用を行いました。 

 

○ＬＭ・アジア・オセアニア・インカム資産ファンド（適格機関投資家専用） 

「ＬＭ・アジア・オセアニア・インカム資産マザーファンド」受益証券への投資を通じて、主として日本を除くア

ジア・オセアニア地域の株式および不動産投資信託に投資を行いました。 

マザーファンドの運用につきましては、主に日本を除くアジアおよびオセアニアの取引所に上場している株式お

よび不動産投資信託を含む投資信託証券に投資を行うことにより、配当収入の確保と信託財産の中長期的成長を目

指して運用を行いました。当作成期においては、配当利回りに着目し、相対的に配当利回りの高い銘柄を厳選し、

ポートフォリオを構築しました。また、日本を除くアジア・オセアニアの株式市場全体に比べてファンドの中長期的

な値動きを小さく抑えることを目指して運用を行いました。 

 

○日本マネー・マザーファンド 

わが国の公社債および短期金融商品を主要投資対象とした運用を行い、政府保証債を組み入れました。 
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インカム資産オープン（アジア・オセアニア） 

  
当ファンドは特定のベンチマークを設けておりません

が、分配金も考慮した当ファンドの基準価額の騰落率は、

参考指数としているMSCI AC Asia Pacific Excluding 

Japan Index（円換算後）の騰落率を8.3％上回りました。 

詳細につきましては前掲の「基準価額の主な変動要因」

をご参照ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
当ファンドは年４回、３月、６月、９月および12月の各月の９日（休業日の場合は翌営業日）に決算を行い、繰越分

を含めた経費控除後の配当等収益と売買益（評価益を含みます。）等の全額を分配対象収益として、分配を行います。 

分配可能額、基準価額水準等を勘案し、第11期、第12期につきましては、それぞれ１万口当たり80円（税引前）、

合計160円（税引前）の分配を行いました。 

なお、収益分配に充てなかった留保益については、運用の基本方針と同一の運用を行ってまいります。 

 

 （単位：円、１万口当たり・税引前） 

項 目 
第11期 第12期 

2019年３月12日～ 
2019年６月10日 

2019年６月11日～ 
2019年９月９日 

当期分配金 80  80  

(対基準価額比率) 0.684％ 0.684％ 

 当期の収益 80  80  

 当期の収益以外 －  －  

翌期繰越分配対象額 1,770  1,813  
 

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税引前）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

  

  
（注） 基準価額の騰落率は分配金（税引前）込みです。 

（注） 参考指数は、MSCI AC Asia Pacific Excluding Japan Index

（円換算後）です。 
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インカム資産オープン（アジア・オセアニア） 

  
（投資環境） 

アジア・オセアニア株式市場は、米トランプ政権の政策に対する不透明感や、米中貿易問題の行方、地政学リスク

などの世界情勢が引き続きリスク要因として考えられ、上値が重くなる可能性が考えられます。しかし、世界経済に

ついては緩やかな拡大を継続すると見込まれていることや、米国が金融緩和姿勢に転じたことなどが、アジア・オセ

アニア地域の株式市場に対しても下支え要因として働くとみています。また、アジア・オセアニア地域のインフラ投

資や人口の増加も、サポート要因となると考えられます。 

 

（運用方針） 

＜インカム資産オープン（アジア・オセアニア）＞ 

当ファンドの主要投資対象である「ＬＭ・アジア・オセアニア・インカム資産ファンド（適格機関投資家専用）」

の組入比率を高位に保つことを基本としますが、市況環境等によっては組入比率が高位にならない場合があります。 

 

○ＬＭ・アジア・オセアニア・インカム資産ファンド（適格機関投資家専用） 

「ＬＭ・アジア・オセアニア・インカム資産マザーファンド」受益証券への投資を通じて、日本を除くアジア・オ

セアニアの取引所に上場しているインフラ関連株式および不動産投資信託へ投資します。主に不動産やインフラ関

連施設（電気・ガス・その他エネルギー設備、有料道路、港湾、空港等）のように賃料や使用料等のキャッシュフ

ローを生み出す実物資産を保有・運営する企業の株式および不動産投資信託を中心に投資します。ポートフォリオ

の構築に関しては、相対的に配当利回りの高い銘柄を組み入れるとともに、市場全体に比べて安定的な値動きを目

指します。 

 

○日本マネー・マザーファンド 

わが国の公社債および短期金融商品を主要投資対象とし、安定した収益確保を目的に運用を行います。 
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インカム資産オープン（アジア・オセアニア） 

○１万口当たりの費用明細 (2019年３月12日～2019年９月９日) 

項 目 
第11期～第12期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 61  0.526  (a)信託報酬＝作成期間中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (22)  (0.188)  委託した資金の運用の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (38)  (0.322)  交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の 
情報提供等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 2)  (0.016)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） そ の 他 費 用 1   0.006   (b)その他費用＝作成期間中のその他費用÷作成期間中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） ( 1)  (0.006)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） ( 0)  (0.000)  その他は、金銭信託支払手数料 

 合 計 62   0.532    

作成期間中の平均基準価額は、11,669円です。  

 
（注） 作成期間中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出

した結果です。 

（注） 各金額において基準価額は円未満切捨て、その他は各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） その他費用は、当ファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含みます。 

（注） 各項目の費用は、当ファンドが組み入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）が支払った費用を含みません。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を作成期間中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目

ごとに小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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インカム資産オープン（アジア・オセアニア） 
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インカム資産オープン（アジア・オセアニア） 

○売買及び取引の状況 (2019年３月12日～2019年９月９日) 

○売買及び取引の状況とは、ファンドが購入・売却した有価証券の数量および金額です。 
 

 

 

銘 柄 
第11期～第12期 

買 付 売 付 
口 数 金 額 口 数 金 額 

国 
内 

 口 千円 口 千円  
ＬＭ・アジア・オセアニア・インカム資産ファンド（適格機関投資家専用） 17,543,984 20,200 58,923,867 67,700  

 
（注） 金額は受渡代金。 

（注） 単位未満は切捨て。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2019年３月12日～2019年９月９日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○組入資産の明細 (2019年９月９日現在) 

 

銘 柄 
第10期末 第12期末 

口 数 口 数 評 価 額 比 率 

 口 口 千円 ％ 

ＬＭ・アジア・オセアニア・インカム資産ファンド（適格機関投資家専用） 306,426,996 265,047,113 308,594 96.9 

合 計 306,426,996 265,047,113 308,594 96.9 
 

（注） 比率は、純資産総額に対する評価額の割合。 

（注） 口数・評価額の単位未満は切捨て。 

 

 

銘 柄 
第10期末 第12期末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

日本マネー・マザーファンド 1,469 1,469 1,496 
 

（注） 口数・評価額の単位未満は切捨て。 

 

  

投資信託証券 

親投資信託残高 
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インカム資産オープン（アジア・オセアニア） 

○投資信託財産の構成 (2019年９月９日現在) 

項 目 
第12期末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

投資信託受益証券 308,594 95.3 

日本マネー・マザーファンド 1,496 0.5 

コール・ローン等、その他 13,610 4.2 

投資信託財産総額 323,700 100.0 
 

（注） 評価額の単位未満は切捨て。 

 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 

項 目 
第11期末 第12期末 

2019年６月10日現在 2019年９月９日現在 

  円 円 

(A) 資産 360,335,036   323,700,455   

 コール・ローン等 12,839,370   13,609,778   

 投資信託受益証券(評価額) 337,999,048   308,594,353   

 日本マネー・マザーファンド(評価額) 1,496,618   1,496,324   

 未収入金 8,000,000   －   

(B) 負債 14,390,781   5,195,257   

 未払収益分配金 2,382,600   2,194,536   

 未払解約金 11,049,075   2,118,308   

 未払信託報酬 947,474   871,711   

 未払利息 23   14   

 その他未払費用 11,609   10,688   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 345,944,255   318,505,198   

 元本 297,825,031   274,317,052   

 次期繰越損益金 48,119,224   44,188,146   

(D) 受益権総口数 297,825,031口 274,317,052口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 11,616円 11,611円 
 

（注） 計算期間末における１口当たりの純資産額は、第11期1.1616円、第12期1.1611円です。 

（注） 当ファンドの第11期首元本額は317,690,326円、第11～12期中追加設定元本額は56,689,622円、第11～12期中一部解約元本額は

100,062,896円です。 
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インカム資産オープン（アジア・オセアニア） 

○損益の状況 

項 目 
第11期 第12期 

2019年３月12日～ 
2019年６月10日 

2019年６月11日～ 
2019年９月９日 

  円 円 

(A) 配当等収益 3,096,119   3,897,518   

 受取配当金 3,097,135   3,898,904   

 受取利息 16   6   

 支払利息 △     1,032   △     1,392   

(B) 有価証券売買損益 6,022,912   △   651,785   

 売買益 6,501,349   1,275,682   

 売買損 △   478,437   △ 1,927,467   

(C) 信託報酬等 △   959,163   △   882,423   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 8,159,868   2,363,310   

(E) 前期繰越損益金 28,265,905   27,844,728   

(F) 追加信託差損益金 14,076,051   16,174,644   

 (配当等相当額) (  18,689,303)  (  21,080,275)  

 (売買損益相当額) (△ 4,613,252)  (△ 4,905,631)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 50,501,824   46,382,682   

(H) 収益分配金 △ 2,382,600   △ 2,194,536   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 48,119,224   44,188,146   

 追加信託差損益金 14,076,051   16,174,644   

 (配当等相当額) (  18,689,336)  (  21,080,314)  

 (売買損益相当額) (△ 4,613,285)  (△ 4,905,670)  

 分配準備積立金 34,043,173   28,668,321   

 繰越損益金 －   △   654,819   
 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は、期末の評価換えによるものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定した価額から元本を差し引いた差額分をいいます。

 

（注） 収益分配金 

決算期 第11期 第12期 

(a) 配当等収益(費用控除後) 2,773,080円 3,018,129円 

(b) 有価証券等損益額(費用控除後、繰越欠損金補填後) 4,963,112円 0円 

(c) 信託約款に規定する収益調整金 18,689,336円 21,080,314円 

(d) 信託約款に規定する分配準備積立金 28,689,581円 27,844,728円 

 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 55,115,109円 51,943,171円 

 分配対象収益(１万口当たり) 1,850円 1,893円 

 分配金額 2,382,600円 2,194,536円 

 分配金額(１万口当たり) 80円 80円 
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インカム資産オープン（アジア・オセアニア） 

用語解説 
○資産、負債、元本及び基準価額の状況は、期末における資産、負債、元本及び基準価額の計算過程を表しています。
主な項目の説明は次の通りです。 

項 目 説 明 

資産 ファンドが保有する財産の合計です。 
コール・ローン等 金融機関向けの安全性の高い短期貸付運用などの残高です。 
各種有価証券等(評価額) 組入れた株式・債券・ファンドなどの評価金額です。 
未収入金 入金が予定されている有価証券の売却代金などです。 
未収配当金 入金が予定されている株式の配当金等です。 

未収利息 
入金が予定されているコール・ローン等の利息や債券の利息
の合計です。 

負債 支払いが予定されている金額の合計です。 
未払収益分配金 期末時点で支払いが予定されている収益分配金です。 
未払解約金 支払いが予定されている解約金です。 
未払信託報酬 支払いが予定されている信託報酬の額です。 
その他未払費用 支払いが予定されている監査費用、その他の費用です。 

純資産総額(資産－負債) 
ファンドが保有する財産の合計から支払いが予定されてい
る金額の合計を差し引いたものです。 

元本 ファンド全体の元本残高です。 

次期繰越損益金 
純資産総額と元本の差額(翌期に繰り越す損益金の合計額)
です。 

受益権総口数 受益者が保有する受益権口数の合計です。 
1(万)口当たり基準価額 1(万)口当たりのファンドの時価です。 

 

用語解説 
○損益の状況は、期中にファンドがどのような収益や損失を計上したかを表しています。主な項目の説明は次の通り
です。 

項 目 説 明 

配当等収益 ファンドが受取った配当金・利息等の合計です。 
受取配当金 保有する株式等の配当金等です。 
受取利息 債券、コール・ローン等の利息等です。 

有価証券売買損益 有価証券の売買損益と期末の評価損益の合計額です。 
売買益 売買益と期末評価益の合計です。 
売買損 売買損と期末評価損の合計です。 

信託報酬等 
信託報酬のほか保管費用、監査費用、その他の費用と、それ
らに掛かる消費税等相当額です。 

当期損益金 当期における収支合計です。 

前期繰越損益金 
前期分の分配準備積立金と繰越損益金の合計額から当期中
の解約に対する持分を控除した金額です。 

追加信託差損益金 受益者がファンドに払い込んだ金額と元本との差額です。 
(配当等相当額) 配当等に相当する額です。 
(売買損益相当額) 売買損益に相当する額です。 

計 収益分配前の期中の収支の総合計です。 
収益分配金 期中の分配可能額から受益者に支払われる分配金です。 
次期繰越損益金 翌期に繰り越す損益金の合計です。 
追加信託差損益金 翌期に繰り越す追加信託差損益金です。 
(配当等相当額) 配当等に相当する額です。 
(売買損益相当額) 売買損益に相当する額です。 
分配準備積立金 翌期に繰り越す分配準備積立金の額です。 
繰越損益金 翌期に繰り越す損益金の額です。 
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インカム資産オープン（アジア・オセアニア） 

○分配金のお知らせ  

 第11期 第12期 

１万口当たり分配金（税引前） 80円 80円 

支払開始日 各決算日から起算して５営業日までの間に支払いを開始します。 

お支払場所 取得申込みを取扱った販売会社の本支店 
 
 
 

<お知らせ> 
該当事項はございません。 

  



品 名：90009_553208_012_03_インカム資産オープン（アジア・オセアニア）_789562.docx 

日 時：2019/10/21 10:22:00 

ページ：13 

 

― 13 ― 

インカム資産オープン（アジア・オセアニア） 

○（参考情報）親投資信託の組入資産の明細 (2019年９月９日現在) 

＜日本マネー・マザーファンド＞ 
 下記は、日本マネー・マザーファンド全体(764,236千口)の内容です。 

 

(Ａ)国内(邦貨建)公社債 種類別開示 

区 分 

第12期末 

額 面 金 額 評 価 額 組 入 比 率 
うちＢＢ格以下 
組 入 比 率 

残存期間別組入比率 

５年以上 ２年以上 ２年未満 

 千円 千円 ％ ％ ％ ％ ％  

特殊債券 
(除く金融債) 

660,000 663,796 85.3 － － － 85.3  

(660,000) (663,796) (85.3) (－) (－) (－) (85.3) 

合 計 
660,000 663,796 85.3 － － － 85.3  

(660,000) (663,796) (85.3) (－) (－) (－) (85.3) 
 

（注） ( )内は非上場債券で内書きです。 

（注） 組入比率は、当ファンドが組み入れているマザーファンドの純資産総額に対する評価額の割合。 

（注） 額面・評価額の単位未満は切捨て。 

（注） 評価については金融商品取引業者、価格情報会社等よりデータを入手しています。 

 

(Ｂ)国内(邦貨建)公社債 銘柄別開示 
 

銘 柄 
第12期末 

利 率 額 面 金 額 評  価  額 償 還 年 月 日 
特殊債券(除く金融債) ％ 千円 千円  
第340回政府保証道路債券 1.7 100,000 101,112 2020/４/28 
第30回政府保証日本政策金融公庫債券 0.194 60,000 60,088 2020/３/18 
第91回政府保証日本高速道路保有・債務返済機構債券 1.2 50,000 50,089 2019/10/31 
第95回政府保証日本高速道路保有・債務返済機構債券 1.2 50,000 50,186 2019/12/27 
第６回政府保証地方公共団体金融機構債券 1.4 100,000 100,276 2019/11/18 
第12回政府保証地方公共団体金融機構債券 1.3 100,000 100,967 2020/５/22 
第14回政府保証地方公共団体金融機構債券 1.1 100,000 101,007 2020/７/17 
第203回政府保証預金保険機構債 0.1 100,000 100,069 2020/１/17 

合 計  660,000 663,796  
 

（注） 額面・評価額の単位未満は切捨て。 

 

 

 

国内公社債 
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当報告書に関するお問合わせ先： 

レッグ・メイソン・アセット・マネジメント株式会社 

お問合わせ窓口 

電話番号：03-5219-5947 

〒100－6536 東京都千代田区丸の内一丁目5番1号 

 

ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ.ｌｅｇｇｍａｓｏｎ.ｃｏ.ｊｐ 
 

 

 

◇当ファンドの仕組みは、次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／海外／資産複合 

信 託 期 間 2016年９月30日から2027年８月２日まで 

運 用 方 針 

主に日本を除くアジアおよびオセアニアの

証券取引所に上場している株式および不動

産投資信託を含む投資信託証券に投資を行

うことにより、配当収入の確保と信託財産の

中長期的成長を目指します。 

主要運用対象 

当ファンド 

｢ＬＭ・アジア・オセアニア・

インカム資産マザーファン

ド」受益証券を主要投資対象

とします。 

ＬＭ・アジア・ 

オセアニア・ 

インカム資産 

マザーファンド 

日本を除くアジアおよびオ

セアニアの証券取引所に上

場している株式および不動

産投資信託を含む投資信託証

券を主要投資対象とします。 

組 入 制 限 

株式への実質投資割合には、制限を設けま

せん。 

外貨建資産への実質投資割合には、制限を設

けません。 

分 配 方 針 

決算日（原則として毎月２日。休業日の場合

は翌営業日）に、基準価額水準等を勘案して

収益の分配を行います。 

 
 

 
 

運用報告書（全体版) 
 

第29期 決算日 2019年３月４日 

第30期 決算日 2019年４月２日 

第31期 決算日 2019年５月７日 

第32期 決算日 2019年６月３日 

第33期 決算日 2019年７月２日 

第34期 決算日 2019年８月２日 
 

－ 受益者のみなさまへ － 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて､「ＬＭ・アジア・オセアニア・インカム資産ファ

ンド（適格機関投資家専用）｣は、2019年８月２日に第

34期の決算を行いましたので、第29期、第30期、第31

期、第32期、第33期、第34期の運用状況と収益分配金

をご報告申し上げます。 

今後とも一層のご愛顧を賜りますようお願い申し上げ

ます。 
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－ 1 － 

○最近30期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

株   式 
組 入 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ ％ 百万円 

５期(2017年３月２日) 10,823 48 2.8 53.5 43.5 1,465 

６期(2017年４月３日) 10,810 40 0.2 51.9 42.6 1,121 

７期(2017年５月２日) 11,089 25 2.8 54.1 41.4 766 

８期(2017年６月２日) 11,151 71 1.2 52.2 43.5 722 

９期(2017年７月３日) 11,181 19 0.4 49.7 46.8 654 

10期(2017年８月２日) 11,282 50 1.4 50.2 45.8 615 

11期(2017年９月４日) 11,299 78 0.8 51.7 45.3 591 

12期(2017年10月２日) 11,330 42 0.6 50.6 45.0 567 

13期(2017年11月２日) 11,534 22 2.0 50.2 45.3 559 

14期(2017年12月４日) 11,510 38 0.1 50.5 46.6 517 

15期(2018年１月４日) 11,761 0 2.2 50.4 44.4 481 

16期(2018年２月２日) 11,456 23 △2.4 50.8 45.5 437 

17期(2018年３月２日) 10,593 63 △7.0 54.2 43.8 402 

18期(2018年４月２日) 10,584 48 0.4 50.8 39.0 392 

19期(2018年５月２日) 10,892 0 2.9 54.8 42.6 398 

20期(2018年６月４日) 11,009 29 1.3 54.7 42.8 398 

21期(2018年７月２日) 10,904 20 △0.8 54.8 42.4 380 

22期(2018年８月２日) 11,261 49 3.7 56.6 41.1 368 

23期(2018年９月３日) 10,977 78 △1.8 56.1 39.9 324 

24期(2018年10月２日) 11,123 48 1.8 58.1 39.8 311 

25期(2018年11月２日) 10,625 22 △4.3 57.4 40.4 287 

26期(2018年12月３日) 11,071 37 4.5 56.2 40.9 305 

27期(2019年１月４日) 10,426 0 △5.8 56.7 40.4 288 

28期(2019年２月４日) 11,164 29 7.4 55.2 40.7 349 

29期(2019年３月４日) 11,483 72 3.5 57.8 39.8 353 

30期(2019年４月２日) 11,825 49 3.4 56.3 38.4 362 

31期(2019年５月７日) 11,522 25 △2.4 55.4 41.6 346 

32期(2019年６月３日) 11,388 33 △0.9 54.6 42.5 343 

33期(2019年７月２日) 11,910 30 4.8 50.9 45.0 333 

34期(2019年８月２日) 11,609 41 △2.2 50.3 46.6 320 
 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組入れますので、「株式組入比率」「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 市場に広く認知されているベンチマーク等で、当ファンドのリスク特性を正確に反映する指標が見当たらないため、現状では、当ファ

ンドの収益率およびリスク特性を特定のベンチマーク等と比較しておりません。   
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○当作成期中の基準価額と市況等の推移 

決 算 期 年 月 日 
基 準 価 額 株   式 

組 入 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

第29期 

(期  首) 円 ％ ％ ％ 

2019年２月４日 11,164 － 55.2 40.7 

２月末 11,470 2.7 56.6 38.6 

(期  末)     

2019年３月４日 11,555 3.5 57.8 39.8 

第30期 

(期  首)     

2019年３月４日 11,483 － 57.8 39.8 

３月末 11,794 2.7 58.3 39.4 

(期  末)     

2019年４月２日 11,874 3.4 56.3 38.4 

第31期 

(期  首)     

2019年４月２日 11,825 － 56.3 38.4 

４月末 11,696 △1.1 55.8 41.0 

(期  末)     

2019年５月７日 11,547 △2.4 55.4 41.6 

第32期 

(期  首)     

2019年５月７日 11,522 － 55.4 41.6 

５月末 11,484 △0.3 53.5 41.8 

(期  末)     

2019年６月３日 11,421 △0.9 54.6 42.5 

第33期 

(期  首)     

2019年６月３日 11,388 － 54.6 42.5 

６月末 11,914 4.6 51.4 44.6 

(期  末)     

2019年７月２日 11,940 4.8 50.9 45.0 

第34期 

(期  首)     

2019年７月２日 11,910 － 50.9 45.0 

７月末 11,927 0.1 49.8 46.3 

(期  末)     

2019年８月２日 11,650 △2.2 50.3 46.6 
 

（注） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組入れますので、「株式組入比率」「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しております。 
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○運用経過  

 作成期間中の基準価額等の推移 (2019年２月５日～2019年８月２日)

 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金再投資基準価額は、作成期首（2019年２月４日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 

当作成期の当ファンドのパフォーマンス（騰落率）はプラスとなりました。 

株式要因はプラスとなりました。為替要因については、アジア・オセアニア地域の通貨が対円で

総じて下落したことから、マイナスとなりました。 
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 投資環境 (2019年２月５日～2019年８月２日)
 

当作成期のアジア・オセアニア地域の株式

市場は、上昇しました。 

期の前半は、米中の貿易協議が進展してい

るとの期待が膨らんだことなどから、アジア・

オセアニア地域の株式市場は上昇しました。 

期の半ばは、米中の貿易交渉が合意に近づ

いているとの期待が高まる中、アジア・オセ

アニア地域の株式市場は一段と上昇しまし

た。しかしその後、貿易協議が不調に終わり、

投資家のリスク回避姿勢が意識されると、ア

ジア・オセアニア地域の株式市場は下落に転

じました。 

期の後半は、米連邦準備制度理事会（FRB）による利下げ観測が広がる中、米国株式相場が堅調

となったことや米国国債利回りが低下したことなどが好感され、アジア・オセアニア地域の株式市

場は上昇しました。 

国別では、ニュージーランド、オーストラリアなどで株価が大きく上昇しました。 

為替市場では、アジア・オセアニア地域の通貨は対円で総じて下落し、特に豪ドル、ニュージー

ランドドルなどが対円で大きく下落しました。 

 

 当ファンドのポートフォリオ (2019年２月５日～2019年８月２日)
 

当ファンドは、主に「ＬＭ・アジア・オセアニア・インカム資産マザーファンド」受益証券への

投資を通じて、主に日本を除くアジアおよびオセアニアの証券取引所に上場している株式および不

動産投資信託を含む投資信託証券に投資を行うことにより、配当収入の確保と信託財産の中長期的

成長を目指して運用に努めてまいりました。 

当作成期においては、配当利回りに着目し、相対的に配当利回りの高い銘柄を厳選し、ポートフォ

リオを構築しました。また、日本を除くアジア・オセアニアの株式市場全体に比べてファンドの中

長期的な値動きを小さく抑えることを目指して運用に努めてまいりました。 
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 分配金 (2019年２月５日～2019年８月２日)
 

分配金につきましては、基準価額動向や保有株式の配当収入等を勘案し、以下の通りとさせてい

ただきました。なお、収益分配に充当しなかった利益につきましては信託財産中に留保し、運用の

基本方針に基づき運用を行います。 

 

○分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり・税込み） 

項 目 
第29期 第30期 第31期 第32期 第33期 第34期 

2019年２月５日～ 
2019年３月４日 

2019年３月５日～ 
2019年４月２日 

2019年４月３日～ 
2019年５月７日 

2019年５月８日～ 
2019年６月３日 

2019年６月４日～ 
2019年７月２日 

2019年７月３日～ 
2019年８月２日 

当期分配金 72  49  25  33  30  41  

(対基準価額比率) 0.623％ 0.413％ 0.217％ 0.289％ 0.251％ 0.352％ 

 当期の収益 65  49  17  33  30  18  

 当期の収益以外 6  －  7  －  －  22  

翌期繰越分配対象額 1,798  2,018  2,011  2,020  2,107  2,085  
 

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

○今後の運用方針 

当ファンドは日本を除くアジア・オセアニアの株式市場に上場している株式および不動産投資信

託へ投資します。主に不動産やインフラ関連施設（電気・ガス・その他エネルギー設備、有料道路、

港湾、空港等）のように賃料や使用料等のキャッシュフローを生み出す実物資産を保有・運営する

企業の株式および不動産投資信託を中心に投資します。ポートフォリオの構築に関しては、相対的

に配当利回りの高い銘柄を組入れるとともに、市場全体に比べて安定的な値動きを目指します。 
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○１万口当たりの費用明細 (2019年２月５日～2019年８月２日) 

項 目 
第29期～第34期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 37  0.318  (a)信託報酬＝作成期間の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (34)  (0.294)  委託した資金の運用の対価 

 （ 販 売 会 社 ） ( 0)  (0.003)  交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の 
情報提供等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 2)  (0.021)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 5   0.042   (b)売買委託手数料＝作成期間の売買委託手数料÷作成期間の平均受益権口数 
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） ( 3)  (0.026)   

 （ 投 資 信 託 証 券 ） ( 2)  (0.016)   

（c） 有 価 証 券 取 引 税 7   0.059   (c)有価証券取引税＝作成期間の有価証券取引税÷作成期間の平均受益権口数 
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

 （ 株  式 ） ( 5)  (0.039)   

 （ 投 資 信 託 証 券 ） ( 2)  (0.020)   

（d） そ の 他 費 用 17   0.148   (d)その他費用＝作成期間のその他費用÷作成期間の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） (15)  (0.124)  保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の 
送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） ( 1)  (0.007)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ 印 刷 等 費 用 ） ( 2)  (0.017)  印刷等費用は、印刷業者等に支払う法定書類の作成、印刷、交付および届出に 
係る費用 

 合 計 66   0.567    

作成期間の平均基準価額は、11,714円です。  

 
（注） 作成期間の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出し

た結果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） 売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンド

に対応するものを含みます。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を作成期間の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ご

とに小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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○売買及び取引の状況 (2019年２月５日～2019年８月２日) 

 

銘 柄 
第29期～第34期 

設 定 解 約 
口 数 金 額 口 数 金 額 

 千口 千円 千口 千円 
ＬＭ・アジア・オセアニア・インカム資産マザーファンド 4,606 6,000 43,570 56,893 

 
（注） 単位未満は切捨て。 

 

○株式売買比率 (2019年２月５日～2019年８月２日) 

 

項 目 
第29期～第34期 

ＬＭ・アジア・オセアニア・インカム資産マザーファンド 

(a) 当作成期中の株式売買金額 1,808,799千円 
(b) 当作成期中の平均組入株式時価総額 1,420,185千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 1.27   
 

（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

（注） 単位未満は切捨て。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2019年２月５日～2019年８月２日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○第二種金融商品取引業を兼業している投資信託委託会社の自己取引状況 (2019年２月５日～2019年８月２日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2019年２月５日～2019年８月２日) 

 

 該当事項はございません。 

 

親投資信託受益証券の設定、解約状況 
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○組入資産の明細 (2019年８月２日現在) 

 

銘 柄 
第28期末 第34期末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

ＬＭ・アジア・オセアニア・インカム資産マザーファンド 283,420 244,456 322,243 
 

（注） 単位未満は切捨て。 
 
 

親投資信託における組入資産の明細につきましては、後述の親投資信託の「運用報告書」をご参照ください。 

 

○投資信託財産の構成 (2019年８月２日現在) 

項 目 
第34期末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

ＬＭ・アジア・オセアニア・インカム資産マザーファンド 322,243 100.0 

投資信託財産総額 322,243 100.0 
 

（注） 評価額の単位未満は切捨て。 

（注） ＬＭ・アジア・オセアニア・インカム資産マザーファンドにおいて、当作成期末における外貨建て純資産（1,971,969千円）の投資信託

財産総額（2,011,078千円）に対する比率は98.1％です。 

（注） 外貨建て資産は、当作成期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、８月２日における邦貨

換算レートは、1米ドル=107.17円、1オーストラリアドル=72.98円、1ニュージーランドドル=70.27円、1香港ドル=13.71円、1シンガポー

ルドル=77.90円、1マレーシアリンギット=25.81円、1タイバーツ=3.47円、1フィリピンペソ=2.09円、1中国元=15.53円、1インドルピー

=1.56円です。 

 

親投資信託残高 
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○資産、負債、元本及び基準価額の状況 

項 目 
第29期末 第30期末 第31期末 第32期末 第33期末 第34期末 

2019年３月４日現在 2019年４月２日現在 2019年５月７日現在 2019年６月３日現在 2019年７月２日現在 2019年８月２日現在 

  円 円 円 円 円 円 

(A) 資産 356,288,176   364,053,474   347,689,550   344,748,758   334,700,380   322,243,009   

 ＬＭ・アジア・オセアニア・インカム資産マザーファンド(評価額) 356,288,176   364,053,474   347,689,550   344,748,758   334,700,380   322,243,009   

(B) 負債 2,408,289   1,696,813   989,762   1,173,638   1,026,881   1,332,717   

 未払収益分配金 2,218,814   1,501,492   752,261   995,629   840,481   1,133,370   

 未払信託報酬 176,287   182,907   220,478   165,203   172,958   185,093   

 その他未払費用 13,188   12,414   17,023   12,806   13,442   14,254   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 353,879,887   362,356,661   346,699,788   343,575,120   333,673,499   320,910,292   

 元本 308,168,701   306,426,996   300,904,659   301,705,998   280,160,659   276,431,789   

 次期繰越損益金 45,711,186   55,929,665   45,795,129   41,869,122   53,512,840   44,478,503   

(D) 受益権総口数 308,168,701口 306,426,996口 300,904,659口 301,705,998口 280,160,659口 276,431,789口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 11,483円 11,825円 11,522円 11,388円 11,910円 11,609円 
 
＜注記事項＞ 

元本の状況 
当作成期首元本額 312,922,785円 
当作成期中追加設定元本額 5,177,324円 
当作成期中一部解約元本額 41,668,320円 
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○損益の状況 

項 目 
第29期 第30期 第31期 第32期 第33期 第34期 

2019年２月５日～ 
2019年３月４日 

2019年３月５日～ 
2019年４月２日 

2019年４月３日～ 
2019年５月７日 

2019年５月８日～ 
2019年６月３日 

2019年６月４日～ 
2019年７月２日 

2019年７月３日～ 
2019年８月２日 

  円 円 円 円 円 円 

(A) 有価証券売買損益 12,244,916   12,173,634   △ 8,136,823   △ 2,909,035   15,660,527   △ 6,989,387   

 売買益 12,437,411   12,173,587   31,716   41,288   16,121,197   60,976   

 売買損 △   192,495   47   △ 8,168,539   △ 2,950,323   △   460,670   △ 7,050,363   

(B) 信託報酬等 △   189,475   △   195,321   △   237,501   △   178,009   △   186,400   △   199,347   

(C) 当期損益金(Ａ＋Ｂ) 12,055,441   11,978,313   △ 8,374,324   △ 3,087,044   15,474,127   △ 7,188,734   

(D) 前期繰越損益金 28,866,246   38,484,139   48,078,597   38,385,523   31,853,240   45,868,165   

(E) 追加信託差損益金 7,008,313   6,968,705   6,843,117   7,566,272   7,025,954   6,932,442   

 (配当等相当額) (  12,952,898)  (  12,879,693)  (  12,647,578)  (  13,504,851)  (  12,557,279)  (  12,390,147)  

 (売買損益相当額) (△ 5,944,585)  (△ 5,910,988)  (△ 5,804,461)  (△ 5,938,579)  (△ 5,531,325)  (△ 5,457,705)  

(F) 計(Ｃ＋Ｄ＋Ｅ) 47,930,000   57,431,157   46,547,390   42,864,751   54,353,321   45,611,873   

(G) 収益分配金 △ 2,218,814   △ 1,501,492   △   752,261   △   995,629   △   840,481   △ 1,133,370   

 次期繰越損益金(Ｆ＋Ｇ) 45,711,186   55,929,665   45,795,129   41,869,122   53,512,840   44,478,503   

 追加信託差損益金 7,008,313   6,968,705   6,843,117   7,566,272   7,025,954   6,932,442   

 (配当等相当額) (  12,952,898)  (  12,879,693)  (  12,647,578)  (  13,522,972)  (  12,557,279)  (  12,390,147)  

 (売買損益相当額) (△ 5,944,585)  (△ 5,910,988)  (△ 5,804,461)  (△ 5,956,700)  (△ 5,531,325)  (△ 5,457,705)  

 分配準備積立金 42,472,276   48,960,960   47,865,803   47,434,308   46,486,886   45,258,914   

 繰越損益金 △ 3,769,403   －   △ 8,913,791   △13,131,458   －   △ 7,712,853   
 

（注） 損益の状況の中で(A)有価証券売買損益は各期末の評価換えによるものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(B)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(E)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。

（注） 信託財産の運用の指図に係る権限の全部又は一部を委託するために要する費用として、純資産総額に対して年率0.30％の額を支払って

おります。 

＜分配金の計算過程＞ 

決  算  期 第29期 第30期 第31期 第32期 第33期 第34期 

 円 円 円 円 円 円 

(A) 配当等収益(費用控除後) 2,028,045 2,446,292 539,467 1,260,259 1,708,418 524,119 

(B) 有 価 証 券 売 買 等 損 益 
(費用控除後、繰越欠損金補填後) 

0 5,783,921 0 0 1,571,986 0 

(C) 収 益 調 整 金 12,952,898 12,879,693 12,647,578 13,522,972 12,557,279 12,390,147 

(D) 分 配 準 備 積 立 金 42,663,045 42,232,239 48,078,597 47,169,678 44,046,963 45,868,165 

分配対象収益額(Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ) 57,643,988 63,342,145 61,265,642 61,952,909 59,884,646 58,782,431 

(１万口当たり収益分配対象額) (     1,870) (     2,067) (     2,036) (     2,053) (     2,137) (     2,126) 

収 益 分 配 金 2,218,814 1,501,492 752,261 995,629 840,481 1,133,370 

(１万口当たり収益分配金) (        72) (        49) (        25) (        33) (        30) (        41) 
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○分配金のお知らせ  

 第29期 第30期 第31期 第32期 第33期 第34期 

１万口当たり分配金（税込み） 72円 49円 25円 33円 30円 41円 
 
◇分配金をお支払いする場合 

分配金は各決算日から起算して５営業日までにお支払いを開始しております。 

◇分配金を再投資する場合 

お手取り分配金は、各決算日現在の基準価額に基づいて、みなさまの口座に繰入れて再投資いたします。 

◇分配金は、分配後の基準価額と個々の受益者の個別元本との差により普通分配金と元本払戻金（特別分配

金）にわかれます。分配後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合は全額普通分配金となります。 

分配後の基準価額が個別元本を下回る場合は、下回る部分に相当する金額が元本払戻金（特別分配金）、残

りの部分が普通分配金となります。 

◇元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時に個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金

（特別分配金）を控除した額が、その後の個々の受益者の個別元本となります。 
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日本マネー・マザーファンド

○最近５期の運用実績

決 算 期
基 準 価 額

債 券
組 入 比 率

債 券
先 物 比 率

純 資 産
総 額期 中

騰 落 率

円 ％ ％ ％ 百万円
９期（2014年10月10日） 10,201 0.0 88.5 － 757

10期（2015年10月13日） 10,201 0.0 84.2 － 1,099

11期（2016年10月11日） 10,201 0.0 51.0 － 752

12期（2017年10月10日） 10,194 △0.1 72.4 － 761
13期（2018年10月10日） 10,187 △0.1 86.0 － 778

（注）基準価額は１万口当たり。
（注）当ファンドは、特定の指数を上回るまたは連動する成果を目指した運用を行っていません。そのため、特定のベンチマークおよび参考

指数を設けておりません。
（注）債券先物比率＝買建比率－売建比率。

○当期中の基準価額と市況等の推移

年 月 日
基 準 価 額 債 券

組 入 比 率
債 券
先 物 比 率騰 落 率

（期　首） 円 ％ ％ ％
2017年10月10日 10,194 － 72.4 －

10月末 10,194 0.0 72.3 －

11月末 10,193 △0.0 83.4 －

12月末 10,192 △0.0 63.9 －

2018年１月末 10,191 △0.0 63.8 －

２月末 10,191 △0.0 63.9 －

３月末 10,191 △0.0 63.7 －

４月末 10,190 △0.0 87.1 －

５月末 10,189 △0.0 80.2 －

６月末 10,189 △0.0 68.2 －

７月末 10,188 △0.1 74.8 －

８月末 10,188 △0.1 73.2 －

９月末 10,188 △0.1 86.1 －

（期　末）
2018年10月10日 10,187 △0.1 86.0 －

（注）騰落率は期首比。

日本マネー・マザーファンド

第13期　運用状況のご報告

決算日：2018年10月10日

当ファンドの仕組みは次の通りです。

運 用 方 針
わが国の公社債および短期金融商品を主要投資対象とし、安定した収益の確保を図ることを目的として安
定運用を行います。

主 要 投 資 対 象 わが国の公社債および短期金融商品を主要投資対象とします。

投 資 制 限 株式および外貨建資産への投資は行いません。

マザーファンドの運用報告書につきましては、ベビーファンドの運用報告書と作成対象期間が異なる場合には、データ・コメント等に不一致が生じることがありますのでご了承ください。
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日本マネー・マザーファンド

○基準価額の変動要因
　当ファンドにおける主なプラス要因およびマイナス要因は以下の通りです。

（主なプラス要因）
・特にありません。

（主なマイナス要因）
・日銀のマイナス金利政策の影響により、保有債券の利回りがマイナス圏で推移したことが、マイナス
要因となりました。

運用経過
期中の基準価額の推移 （2017年10月11日～2018年10月10日）

2017/10/10 2018/１ 2018/４ 2018/７ 2018/10/10
10,184

10,186

10,188

10,190

10,192

10,194

10,196
（円）
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日本マネー・マザーファンド

　短期金融市場は、１年国債利回りが小幅上昇しました。北朝鮮を巡る地政学リスクの高まりに加え、
外国人投資家を中心とした旺盛な需要が強く意識され、2017年11月上旬には１年国債利回りが－0.22％
近辺へ低下しました。しかし、日銀が急激な利回り低下に対し、残存期間が１年以下の国債の買入れ額
を減額したことや金融政策の変更に対する警戒感などを背景に、2018年８月初旬にかけて、１年国債利
回りは緩やかに上昇しました。しかし、期末にかけては、金融緩和政策の更なる長期化が見込まれるこ
ととなったことから、１年国債利回りは低下に向いました。

　わが国の公社債および短期金融商品を主要投資対象とした運用を行いました。当期間中は、政府保証
債を組み入れました。

　当ファンドはベンチマークおよび参考指数がないため、本項目は記載しておりません。

投資環境 （2017年10月11日～2018年10月10日）

当ファンドのポートフォリオ （2017年10月11日～2018年10月10日）

当ファンドのベンチマークとの差異 （2017年10月11日～2018年10月10日）

（投資環境の見通し）
　国内短期金融市場は、日銀によるマイナス金利政策の継続が見込まれることから、主要な投資対象で
あるわが国の公社債および短期金融商品の利回りがマイナス圏での推移となり、今後も厳しい運用環境
が続くと予想されます。

（運用方針）
　わが国の公社債および短期金融商品を主要投資対象とし、安定した収益確保を目的に運用を行います。

今後の運用方針
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日本マネー・マザーファンド

○利害関係人との取引状況等� （2017年10月11日～2018年10月10日）

　該当事項はございません。

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。

○売買及び取引の状況� （2017年10月11日～2018年10月10日）

公社債

買 付 額 売 付 額

国

内

千円 千円

特殊債券 675,232 －
(547,700)

（注）金額は受渡代金。（経過利子分は含まれておりません。）

（注）単位未満は切捨て。

（注）（　）内は償還等による増減分です。

○１万口当たりの費用明細� （2017年10月11日～2018年10月10日）

項 目
当 期

項 目 の 概 要
金 額 比 率

円 ％
(a) そ の 他 費 用 0 0.001 (a)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数

（そ の 他） (0) (0.001) その他は、金銭信託支払手数料

合 計 0 0.001

期中の平均基準価額は、10,190円です。

（注）期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。

（注）各金額において基準価額は円未満切捨て、その他は各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。

（注）各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。

CS5_18486600_10_os7岡三_新興国連続増配成長株O_日本マネーMF（１万口）.indd���36 2019/01/15���19:09:32

― 42 ―

添付ファンド_10pt_789562.indd   42 2019/09/30   10:41:25



37－　　－

日本マネー・マザーファンド

○組入資産の明細� （2018年10月10日現在）

国内公社債

(Ａ) 国内（邦貨建）公社債　種類別開示

区 分

当 期 末

額 面 金 額 評 価 額 組 入 比 率
うちＢＢ格以下
組 入 比 率

残 存 期 間 別 組 入 比 率

５ 年 以 上 ２ 年 以 上 ２ 年 未 満

千円 千円 ％ ％ ％ ％ ％
特 殊 債 券
（除 く 金 融 債）

667,000 669,668 86.0 － － － 86.0
(667,000) (669,668) (86.0) (－) (－) (－) (86.0)

合 計 667,000 669,668 86.0 － － － 86.0
(667,000) (669,668) (86.0) (－) (－) (－) (86.0)

（注）（　）内は非上場債券で内書きです。

（注）組入比率は、純資産総額に対する評価額の割合。

（注）額面・評価額の単位未満は切捨て。

（注）評価については金融商品取引業者、価格情報会社等よりデータを入手しています。

(Ｂ) 国内（邦貨建）公社債　銘柄別開示

銘 柄
当 期 末

利 率 額 面 金 額 評 価 額 償 還 年 月 日

特殊債券（除く金融債） ％ 千円 千円

第２回政府保証地方公共団体金融機構債券 1.4 50,000 50,546 2019/７/12

第６回政府保証地方公営企業等金融機構債券 1.3 9,000 9,049 2019/３/15

第７回政府保証地方公営企業等金融機構債券 1.4 176,000 177,316 2019/４/15

第27回政府保証日本政策金融公庫債券 0.372 100,000 100,354 2019/８/19

第２回政府保証株式会社日本政策投資銀行社債 1.4 50,000 50,134 2018/12/17

第67回政府保証日本高速道路保有・債務返済機構債券 1.6 282,000 282,266 2018/10/31

小 計 667,000 669,668

合 計 667,000 669,668

（注）額面・評価額の単位未満は切捨て。
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日本マネー・マザーファンド

○資産、負債、元本及び基準価額の状況�（2018年10月10日現在）

項 目 当 期 末

円

(A)�資産 778,542,644

コール・ローン等 107,538,485

公社債(評価額) 669,668,086

未収利息 1,336,073

(B)�負債 1,233

未払利息 104

その他未払費用 1,129

(C)�純資産総額(Ａ－Ｂ) 778,541,411

元本 764,236,978

次期繰越損益金 14,304,433

(D)�受益権総口数 764,236,978口

１万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 10,187円

（注）計算期間末における１口当たりの純資産額は、1.0187円です。

（注）当ファンドの期首元本額は746,569,806円、期中追加設定元

本額は17,667,172円、期中一部解約元本額は0円です。

（注）当親ファンドを投資対象とする投資信託の当期末元本額は、

以下の通りです。

アジア・オセアニア好配当成長株オープン（毎月分配型）

669,695,326円

米国短期ハイ・イールド債券オープン

49,037,879円

新興国連続増配成長株オープン

26,594,229円

米国中小型株オープン（３ヵ月決算型）

7,792,381円

米国中小型株オープン

4,940,794円

アジア・オセアニア好配当成長株オープン（１年決算型）

2,941,074円

米国優先リート17－07（為替ヘッジあり）

1,765,572円

インカム資産オープン（アジア・オセアニア）

1,469,723円

○損益の状況� （2017年10月11日～2018年10月10日）

項 目 当 期

円

(A)�配当等収益 8,194,670

受取利息 8,310,134

支払利息 △　 115,464

(B)�有価証券売買損益 △�8,702,173

売買損 △ 8,702,173

(C)�その他費用等 △　　�9,596

(D)�当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △　�517,099

(E)�前期繰越損益金 14,488,704

(F)�追加信託差損益金 332,828

(G)�計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 14,304,433

次期繰越損益金(Ｇ) 14,304,433

（注）損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は、期末の評価換え

によるものを含みます。

（注）損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の

追加設定の際、追加設定した価額から元本を差し引いた差額

分をいいます。

○投資信託財産の構成� （2018年10月10日現在）

項 目
当 期 末

評 価 額 比 率

千円 ％
公 社 債 669,668 86.0

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 108,874 14.0

投 資 信 託 財 産 総 額 778,542 100.0

（注）評価額の単位未満は切捨て。

＜お知らせ＞
　該当事項はございません。
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